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金
木
町
火
葬
場
北
側
よ
り
石
器
や
土

器
が
見
つ
か
り
、
昨
年
の
夏
、
第
一
回

目
の
〃
妾
の
神
一
号
遺
跡
〃
発
掘
渦
壷

が
行
わ
れ
、
六
十
余
り
の
墓
穴
や
住
居

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
住
居
跡
は
竪

穴
式
住
居
と
思
わ
れ
、
石
組
炉
の
存
在

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
に
参
加
し
た
弘
前
大
学
助
教
授

の
村
越
潔
先
生
は
「
こ
の
要
の
神
一
号

遺
跡
に
は
、
繩
文
式
土
器
の
汕
期
に
人

々
が
居
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
後
、
一
時
妾
の
神
の
地
を
離
れ
、

縄
文
式
土
器
後
期
前
半
に
再
び
人
々
の

居
住
が
は
じ
ま
っ
た
の
が
想
定
で
き
ま

妻
の
神
一
号
遺
跡

第
二
次
発
掘
調
査
を
開
始

村
越
潔
先
生
を
顧
問
調
査
員
に

声

蕊蕊蕊鋪グ

竪
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
津
軽
平
野
周
辺

在
の
開
拓
期
、
稲
作
典
耕
の
開
始
時
期
、
８
月
明
日
は

古
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
物
質
文
化
の

〃
成
人
を
祝
う
会
″
で
す

授
大
要
が
解
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

号
今
Ⅲ
、
第
二
Ｍ
目
の
発
掘
捌
査
が
八

人
月
六
Ｈ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
洲
在
昨
年
か
ら
、
成
人
を
祝
う
会
（
成
人

、
貝
に
は
、
村
越
潔
先
生
を
は
じ
め
、
新
式
）
を
八
月
十
五
Ｈ
に
開
催
し
、
好
評

、
谷
雄
蔵
氏
・
川
村
真
一
氏
・
熊
谷
充
夫
を
得
て
い
ま
す
。

の
氏
・
永
沢
秀
夫
氏
・
岩
崎
繁
芳
氏
・
竹
今
年
の
成
人
該
当
者
は
学
令
中
心
（

ま
内
正
光
氏
・
石
戸
谷
秀
一
氏
が
参
加
し
ク
ラ
ス
会
と
同
じ
）
で
、
昭
和
三
十
一

１
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四

一

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
す

が
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
五
Ｈ
ま
で

，場
一
，
に
生
ま
れ
た
人
で
昨
年
参
加
し
た
人
は

一
場
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現

一
現
当
Ⅱ
は
、
婦
人
会
に
よ
る
昼
食
サ
ー

吾
掘発

一
掘
ビ
ス
や
青
年
団
に
よ
る
紅
白
餅
つ
き
提

の
・
発
供
、
先
輩
た
ち
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

目
の
峰
鍔
起
一
一
ｌ
ク
な
企
画
が
準
備
さ
れ
て

一
く
教
育
委
貝
会
ま
で
ご
迎
絡
下
さ
い
。

｜
回

回
み
な
さ
ん
の
友
人
・
知
人
で
、
ご
案

今
内
の
服
か
な
い
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

１

峰
一
一

」
■
引
詔
■
■
‐
｜
｜
※
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
ｌ
陸
維
圭
一
一
一
・
七
二

す
ご
と
、
発
捌
捌
査
の
内
容
を
〃
金
木

郷
土
史
″
に
も
将
い
て
お
り
、
こ
の
遺

跡
発
掘
の
洲
在
結
果
を
他
の
地
域
の
遺

跡
と
比
較
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
金
木
町

て
お
り
、
前
回
の
調
査
結
果
を
さ
ら
に

確
侶
で
き
る
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

《妻の神より出土した土器》

金
木
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

る
小
川
町
通
り
と
寺
町
通
り
が
、
九
月

一
日
よ
り
一
方
通
行
規
制
さ
れ
ま
す
。

規
制
方
向
は
、
小
川
町
通
り
は
本
町
か

ら
バ
イ
パ
ス
交
差
点
へ
、
寺
町
通
り
は

バ
イ
パ
ス
交
差
点
か
ら
役
場
の
方
へ
そ

れ
ぞ
れ
進
行
で
き
、
そ
の
反
対
方
向
へ

の
自
動
車
通
行
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

規
制
の
対
象
と
な
る
車
両
は
、
足
蹄
み

自
転
車
を
除
く
全
車
両
で
、
時
間
は
午

至
金

一 一
方
通
行
規
制
始
ま
る

上
町
・
下
町
が
九
月
一
日
よ
り

程」 LL圃喧
金
木
パ
イ
パ
ス

｜
函
一

南宙:牙|寺町新
散
豚
車
ぜ
正
区

本
町

新
富
町

木
淑

禁
止
区
域
に
な
り
ま
す
。

前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
で
す
。

九
月
一
Ⅱ
よ
り
規
制
開
始
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
標
識
は
八
月
二
十
日
ご
ろ

か
ら
設
置
し
ま
す
の
で
、
設
置
さ
れ
た

区
域
は
九
月
一
Ⅱ
以
前
で
も
規
制
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
方
通
行
区
域
で
は
右
側
停

車
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
野
呂
電
気
商

会
わ
き
の
新
禰
町
通
り
が
新
た
に
駐
車

賓呂l小ﾉ〃町ヨ

可｢－1F罰｜－
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◎
傷
病
年
金
や
障
蒋
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
旧
軍
人
・
販
屈
・
準
耶
鵬
が
、

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
Ｈ
以
降
、
そ
の

給
付
事
由
以
外
の
傷
病
で
死
亡
し
た
場

合
に
も
遺
族
に
特
別
年
金
（
年
額
十
万

円
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
死
亡
者
に
つ
い
て
、
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
る
遺

族
が
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
戦
没
者
等
の
妾
で
昭
和
二
十
一
年
二

月
一
日
以
降
再
婚
し
、
昭
和
二
十
七
年

四
月
二
十
九
日
ま
で
に
離
蛎
等
に
よ
り

そ
の
婦
姻
を
解
消
し
て
い
る
場
合
は
、

遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が

離
婚
の
時
期
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
二
十

八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。

◎
戦
没
者
等
の
夫
で
六
十
才
以
上
の
場

合
は
、
公
務
扶
助
料
か
遺
族
年
金
等
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
再
僻
等
を
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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予
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一一

万

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
・
恩
給
法
が
‐

一
部
改
正
さ
れ
る

申
込
み
・
問
合
せ
は
企
画
室
へ
一

０
０
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０
０
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０
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０
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０
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◎
戦
侮
病
者
の
妻
に
支
給
さ
れ
る
特
別

給
付
金
（
十
万
円
ま
た
は
五
万
円
）
を

受
け
た
後
、
職
傷
病
者
が
昭
和
四
十
八

年
四
〃
一
日
前
に
死
亡
し
、
こ
れ
に
よ

る
公
務
扶
助
料
ま
た
は
公
務
起
因
等
に

よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
「
戦
没
者
等
の
妾
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
六
十
万
円
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
戦
傷
病
者
の
共
に
支
給
さ
れ
る
特
別

給
付
金
が
満
額
支
払
い
を
完
了
し
た
場

合
は
、
さ
ら
に
新
た
な
特
別
給
付
金
（

三
十
万
円
ま
た
は
十
五
万
円
）
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
昭
和
十

二
年
七
月
七
日
ま
で
の
間
、
い
わ
ゆ
る

満
洲
燕
変
期
間
の
戦
慨
病
者
で
、
傷
病

恩
給
ま
た
は
傷
病
年
金
・
障
害
年
金
等

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
妾
に
特

別
給
付
金
（
三
十
万
円
ま
た
は
十
五
万

円
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

受
付
中
一

金
木
町
で
は
、
Ｈ
ご
ろ
町
の
た
め
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
協
力

委
貝
の
。
ハ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
〆
切
り
は
九
月

十
日
ま
で
、
優
秀
作
伽
凹
点
を
選
び
記

念
姉
を
鮒
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
総
務
裸

へ
ど
う
ぞ
。

岻
話
は
怖
報
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動

や
家
庭
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

と
こ
ろ
が
、
建
物
を
新
築
す
る
と
き

建
築
主
の
方
は
屯
気
・
ガ
ス
・
水
遊
の

こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
が
、
屯
話
に
つ
い

て
は
し
ば
し
ば
忘
れ
が
ち
で
す
。
建
物

に
砥
話
の
配
管
投
術
が
な
い
と
通
話
を

と
り
つ
け
る
と
き
、
せ
っ
か
く
新
築
し

た
建
物
の
壁
に
穴
を
あ
け
た
り
屋
内
に

露
出
配
線
す
る
こ
と
に
な
り
建
物
の
美

観
は
だ
い
な
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
建
物
で
は
、
屯

話
線
を
建
物
に
引
き
こ
む
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
雌
話
を
引
く
の
が
お
く
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

通
話
を
必
要
と
す
る
地
物
の
電
話
用

配
管
の
設
計
施
工
の
と
き
は
屯
話
励
へ

ご
相
談
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

行
政
協
力
委
員
の

バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン

募
集
中

新
築
の
と
き
は

電
話
用
配
管
を

お
忘
れ
な
く

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
６
月
届
出
分
）

森
美
樹
（
英
一
長
女
）
金
木

村
山
隆
也
（
成
治
３
男
）
金
木

其
田
昌
彦
（
勝
春
災
男
）
川
介

柳
谷
浩
治
（
健
治
良
男
）
喜
良
市

斎
藤
き
よ
か
（
幸
雄
抵
女
）
金
木

竹
内
真
美
子
（
賢
一
２
女
）
藤
枝

沢
川
百
江
（
憲
治
艮
女
）
金
木

葛
西
美
香
子
（
照
光
長
女
）
金
木

津
島
胤
吾
（
教
治
２
男
）
金
木

岩
村
慎
一
郎
（
実
腿
男
）
諾
瀬

津
島
亮
輔
（
勉
長
男
）
金
木

三
上
竜
平
（
外
三
長
男
）
喜
良
市

鳴
海
幸
輝
（
勝
教
長
男
）
嘉
瀬

川
脇
や
す
子
（
文
－
２
女
）
金
木

大
橘
奈
々
（
幸
直
２
女
）
喜
良
市

飯
塚
東
一
（
恭
一
長
男
）
嘉
瀬

沢
田
由
美
子
（
正
治
長
女
）
嘉
瀬

松
川
郁
美
（
清
美
是
女
）
嘉
瀬

大
橘
央
（
幸
雄
２
男
）
喜
良
市

坂
本
派
里
砂
（
一
志
及
女
）
藤
枝

工
藤
桃
子
（
弘
美
２
女
）
藤
枝

佐
藤
容
子
（
次
男
２
女
）
中
柏
木

前
川
川
心
（
勲
２
男
）
神
脈

伊
丸
岡
結
香
（
明
男
２
女
）
喜
良
市

外
崎
準
也
（
惣
一
郎
踵
男
）
蒔
川

田
中
良
和
（
繁
穂
長
男
）
金
木

葛
西
英
雄
（
久
美
長
男
）
金
木

中
村
辰
弘
（
辰
三
長
男
）
嘉
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